






















なお、現場条件により土被り1.00mとならない場合は工事監督員の指示によること。

7 ．現況の位置に新設管を再設置する場合は、消火栓座台を再利用することを標準とする。

6 ．水道管の土被りは消火栓用仕切弁において、1.00mを標準とする。

4 ．排水パイプ周囲に透水層(0.50H×0.20W×0.20L)を設けること。
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地上式単口消火栓
鋳鉄製

（備考）

1 ．水抜きﾊﾟｲﾌﾟの外周には透水シートを巻きつけること。

2 ．消火栓ポールは、がたつきのないよう取り付けること。

3 ．設置時に水抜きバルブの作動確認をすること。

5 ．施工基面高～ﾌﾗﾝｼﾞ面までの離隔Lは、維持管理及び機能性の観点から150㎜以上確保すること。
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